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２－７購買管理 

 
 ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの購買管理では、所要量計算の結果、リリース範囲（オーダー納期確定範囲）にある納期に

関して、発注オ－ダ作成及び注文書の発行を行います。さらに、注文書を発行した発注オ－ダの管理、 

発注オーダの納品受入報告、及び、検収処理を行います。 

  ※発注先の能力等を考慮した、同一品目の発注を複数社に並行して発注する自動並行発注機能は、 

このパッケージでは付加していません。手作業による発注作業になります。 

   ※注文書の発行は、２種類あります。 

    ・購買品目については、所要量計算後、「発注オ－ダリリ－ス」→「注文書発行」により 

発行します。 

・工程外注品については、内製管理で作業指示処理後、「工程外注発注オ－ダリリ－ス」→ 

「注文書発行」により発行します。 

 
 
    ◇◆工程外注の扱い方◆◇ 

 

     ・一般的には、社内の工程の一部を社外工に依託する場合に使用されるもので、社内工程の一部と 

      して管理されるものです。 

       ※品目マスタ工順情報の外注区分に”Ｐ”を設定する事で工程外注扱いになります。 

     ・取引の手続きとしては、生産計画から手配される購買品同様に、注文書を発行し、加工完了に伴 

      う受入・検収処理を行います。 

     ・しかし、社内工程としての扱いですので、その工程の部品在庫を管理することはできません。 

 
 
  また、所要量計算に基づかない部品表管理品目の個別発注処理や、部品表管理品目でない物の発注 

   処理から納品受入・検収処理も行えます。 

     
  購買情報（注文情報、受入情報、検収情報、内示情報）のＥＤＩ機能もあります。 

※仕入先マスタの「ＷＥＢ－ＥＤＩ対象区分」にチェックと「対象デ－タ種類」を 

指定する事で可能になります。 

      ※購買情報のＥＤＩ機能説明は、第２章－１３「ＷＥＢ－ＥＤＩ(パ－トナ－)」を参照下さい。 

 
  購買管理には、下記の１４個の機能があります。 

     ＜発注業務＞ 

      ●発注オ－ダリリ－ス 

      ●工程外注発注オ－ダ作成 

      ●個別発注入力 

      ●発注オーダー一括登録 

      ●発注情報照会 

      ●内示デ－タ照会 

      ●注文書発行 

     ＜受入業務＞ 

      ●受入報告入力 

      ●受入一括登録 

      ●受入明細照会 

      ●検収デ－タ作成指示 

      ●検収ダイレクト入力 

      ●検収明細照会 

      ●検収高明細書発行 

 
  その他関連機能として、「仕入単位設定機能」が使用出来ます。 
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＜＜＜＜発注発注発注発注オオオオ－－－－ダリリダリリダリリダリリ－－－－ススススからからからから注文書発行注文書発行注文書発行注文書発行、、、、受入受入受入受入・・・・検収検収検収検収までのまでのまでのまでの処理処理処理処理のののの流流流流れれれれ＞＞＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発注オ－ダリリ－ス 

 

ＭＲＰ処理 

個別発注入力 

 

注文書発行 

 

注文書 現品票 
納品書 
受領書 

発注点手配指示 

 

工程外注発注オ－ダ作成 

製造オーダーリリース 

 

受入報告入力 

 

受入一括登録 

 

検収データ作成指示 

 

検収ダイレクト入力 

 

検収高明細書発行 

 

発注オーダー 

検収データ 

検収高明細書 

製造オーダ登録 

 

製造オーダー 

工程管理機能 

 

資源所要量計画機能 
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発注発注発注発注オオオオ－－－－ダダダダリリリリリリリリ－－－－スススス    

ＭＲＰ処理で作成された計画オ－ダを元に（オーダー状況が P：計画のデータ）、リリ－ス条件に合致 

した計画デ－タを発注オ－ダとして作成します。 

  ※仕入基準情報が設定されていない計画デ－タも画面には表示されますが、仕入先、仕入先名称、 

   単価などが空白で表示され、リリ－スボタンを押下しても処理されません。 

   この様なエラ－デ－タが存在した事は、運用管理「ジョブ実行履歴照会」で件数表示されます。 

   再度同一条件で検索を行なうと、同じデ－タが表示されますので未発注にならない様に注意下さい。 

※工程外注用発注オ－ダは当画面では作成されません。 

   内製管理「製造オ－ダ個別リリ－ス」後に「工程外注発注オ－ダ作成」を実施して下さい。 

  ※この処理を実施しても、注文書発行はされません。「注文書発行」の実施が必要です。 

※MRP展開条件設定で一括指定をすると「発注オ－ダリリース」、「注文書発行」を 

自動で行うことも可能です。 

※発注オ－ダは一度作成を行なうと、削除する事は出来ません。 

   不要な発注オ－ダは「発注状況照会」で「打切り指示」を行ないます。 

 

 
工程外注工程外注工程外注工程外注発注発注発注発注オオオオ－－－－ダダダダ作成作成作成作成    

「製造オ－ダリリ－ス」で作成した作業指示デ－タの中で、工程外注手順を設定されているデ－タを 

工程外注発注オ－ダとして作成します。 

    ※製造オ－ダが作成されている事が必要です。 
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個別発注入力個別発注入力個別発注入力個別発注入力    

  ＭＲＰ処理で作成される計画デ－タからの発注とは別に、必要な品目を個別登録して発注を行ないたい 

 場合に使用します。 

  対象品目は仕入先品目マスタに登録されている品目か、間接材の様なマスタ登録をしていないデ－タの 

 発注が可能です。 

   ※間接材の場合は、システムパラメ－タ「間接材ダミーコード」に発注オ－ダで作成する品目を 

     事前登録しておきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注発注発注発注オーダーオーダーオーダーオーダー一括登録一括登録一括登録一括登録 

AToMsQube 外で作成した注文データの CSV ファイルからの一括登録を行います。 

※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 
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発注情報照会発注情報照会発注情報照会発注情報照会    

  所要量計算で作成された発注オ－ダ、所要量計算後に内製管理を経由して作成された工程外注の 

 外注オーダ、及び、個別発注で作成したオーダ、さらに消耗品・副資材の発注オ－ダを 

 すべて検索する事ができます。 

  発注したオ－ダをキャンセルする場合は、検索後に「オ－ダ変更」ボタンを押下後に表示される 

 「発注オ－ダ変更」の「打ち切り」ボタンで行う事になります。 

※発注オ－ダの注文状況 

     ０：未発注（発注オ－ダをリリ－スした状況で、注文書未発行状況） 

     １：発注済（注文書発行済み状況） 

     ９：打切り（発注オ－ダをキャンセルした状況） 

  発注先の指定や納期範囲の指定ができ、進捗状況（未納／受入済み）も選択可能です。 

  納期管理や、問題発生時の調査など、ニーズに応じた様々な使用ができます。 

  また、画面検索した内容を、ＣＳＶファィル出力する事もできます。 

 
 
内示内示内示内示デデデデ－－－－タタタタ照会照会照会照会    

  ＭＲＰ処理で作成された計画オ－ダ（正味所要量デ－タ）に仕入先情報を付加したデ－タで 

表示します。 

  仕入基準情報が設定されていない計画デ－タも画面には表示されますが、 

発注オ－ダリリ－ス画面と同様に仕入先、仕入先名称、単価などは空白で表示されます。 
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注文書発行注文書発行注文書発行注文書発行    

  全ての処理で作成された発注オ－ダについて注文書（ＰＤＦ形式）を発行します。 

（発注オ－ダリリ－ス､工程外注発注作成、個別発注、発注点手配指示で作成された発注オ－ダ対象） 

   ※注文書（ＰＤＦ）は、運用管理「帳票管理」画面で見る事が出来ます。 

  注文書は一括発行でも、担当者毎に個別発行する事も出来ます。 

※システムパラメ－タ「注文書分割単位」で注文書作成単位を決定します。 

     PLANT：工場コードごとに PDFを分割 

HCTTS：発注担当ごとに PDFを分割 

SRSCD：仕入先ごとに PDFを分割 

※システムパラメ－タ「注文書形式」で注文書書式を決定します。 

     GRP：多品一様 (GROUPの略) 

IDV：一品一葉 （INDIVIDUALの略） 

  注文書を発行すると同時に、現品票・納品書・受領書もセットで出力されます。 

   ※注文書、現品票・納品書・受領書を発行するかどうかは、仕入先マスタの項目にチェックを 

    行う事で対応可能となります。 

  注文書をＷＥＢ－ＥＤＩ機能で、仕入先用に取得したＩＤのみに作成する事が可能です。 

 この機能を使用する事で、仕入先に注文書を送付しなくても、仕入先は仕入先ＩＤでログインすれば 

 注文書の受領が可能になります。 

※仕入先用にログインＩＤの準備が必要です。 

   ※システムパラメ－タ「メール管理情報」「注文書メール情報」「納品書メール情報」にも 

     事前登録が必要です。 

※仕入先マスタ「ＷＥＢ－ＥＤＩ対象区分」にもチェックが必要です。さらに各デ－タ出力に 

 チェックを行なえば、夜間バッチ処理にて対象デ－タが作成されます。 

  外注注文書発行処理は、工程外注扱いですので、内製管理でのオーダーリリース後に発注処理を 

実行する必要があります。 

 
   一度注文書を発行した発注オ－ダを変更した場合は、注文書再発行又は訂正通知の帳票を 

発行する事が可能です。 

  訂正通知は帳票書式は同じで、タイトル名が違います。 
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 ●注文書（他品一葉） 

 
 

●訂正通知 
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 ●現品票・納品書・受領書 
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受入報告入力受入報告入力受入報告入力受入報告入力 
  仕入先からの受入検収報告の入力は、ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの納品書又は注文書の注文 NOに基づいて行います。 

  納品書の注文ＮＯをバーコードで読みとる事により容易に報告が行えます。 

  受入可能数は、発注数から（良品数＋不良数）を引いた残数が、受入可能数上限となりますが 

 システムパラメ－タ「発注数以上の受入区分」を「１：可能」にすると、発注数以上の受入が 

可能になります。 

  内部機能としては、受入報告と同時に当該品目は在庫入庫され、検収データとして計上されます。 

   ※受入、受入戻しを行なう場合は、バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された経理年月以前の 

    日付では処理が出来ませんので注意して下さい。 

 
 

受入一括登録受入一括登録受入一括登録受入一括登録    

CSV ファイルから受入情報の一括登録を行うことが出来ます。 

※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 
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    受入明細照会受入明細照会受入明細照会受入明細照会    

  納品受付（在庫計上）、納品受付戻し（在庫戻し）を行なった内容を表示します。 

  納品受付戻しはこの画面から行う事が出来ます。 

  明細表示されたデ－タから現品票の発行が可能です。（注文書発行時とは違うレイアウトです） 

  納品受付戻しを実施したデ－タから再納品用現品票の発行が可能です。 

（注文書発行時のレイアウトと同じです） 

 
 

 

 

 

 

 

 

検収検収検収検収デデデデ－－－－タタタタ作成指示作成指示作成指示作成指示 
 納品受付デ－タ、納品受付戻しデ－タから、仕入先に支払いを行なう為の検収デ－タを作成します。 

 発注時の単価から、仕入先への支払い単価が変更になった場合は、この画面から単価変更が出来ます。 

 また、受入数量に差異が判明した時には、「受入報告入力」で受付戻しを行なう事が必要です。 

 表示される日付は、バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された経理年月とシステムパラメ－タ 

「経理〆日」から自動表示されます。 

 検収デ－タ作成指示で作成した検収デ－タの戻し処理は不可です。検収には充分注意をして下さい。 
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検収検収検収検収ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト入力入力入力入力 
 発注オ－ダの受入以外や物品購入以外の理由で、仕入先に支払いを行なわないといけない場合に 

検収デ－タをダイレクト作成する事が出来ます。 

また、「検収デ－タ作成指示」で検収デ－タを作成後に単価変更を行なう場合にも使用可能です。 

この場合は、「検収明細照会」画面から検収デ－タを指定する事により当画面が表示されます。 

※バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された経理年月以前のデ－タでは 

処理が出来ませんので注意して下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

検収明細照会検収明細照会検収明細照会検収明細照会    

 作成した検収デ－タを表示します。 

 検収デ－タの単価変更や支払いを行なう為の検収デ－タ追加も当画面から「検収ダイレクト入力」に 

 画面遷移して対応が可能です。 

 ※単価変更を行なった場合は、当初の検収デ－タ赤伝デ－タと単価変更後の検収デ－タの２レコ－ド 

  がセットで作成されます。 
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検収高明細書発行検収高明細書発行検収高明細書発行検収高明細書発行    

作成した検収デ－タに基づき、検収高明細書（ＰＤＦ）を発行します。 

※検収高明細書を発行するかどうかは、仕入先マスタの項目にチェックを行う事で 

対応可能となります。 

  発注オ－ダを発行せずに検収実績のみを「検収ダイレクト入力」で登録したものも対象となります。 

  正式には、自社の締め日後に前月度を指定して発行しますが、月中に、日付の範囲指定を 

 して発行する事も可能です。 

  バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行されるまでは、何度でも処理が可能です。 

  表示される日付は、バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された経理年月の翌月から今月までの年月と 

システムパラメ－タ「経理〆日」から自動表示されます。 

 
 
 
 
 ●検収高明細書 
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＜＜＜＜そのそのそのその他機能他機能他機能他機能＞＞＞＞ 
１１１１．．．．    仕入単位仕入単位仕入単位仕入単位のののの設定設定設定設定 

品目・仕入先ごとに仕入単位の設定を行います。(品目仕入マスタで設定します。) 

発注オーダーリリース時に発注数を仕入単位へ変換します。 

工程外注品のオ－ダリリ－スも同様に仕入単位へ変換を行います。 

また、購買管理の各画面、帳票(標準版)において仕入単位の数量が出力されます。 

※単位変換機能をご使用される場合は初期設定が必要なため、ヘルプデスクまでご連絡ください。 

 
【マスタ設定例】 

・品目の基本単位は数量単位として設定します。(品目基本マスタに設定します) 

・品目・仕入先ごとに仕入単位の設定を行います。(品目仕入マスタに設定します。Defaultは数量単位) 

品目 仕入先 数量単位 仕入単位 単価 

HIN001 SRS01 PCE KGM 100 
 
・単位変換の比率の設定を行います。(例：1PCE ⇒ 5KGM) (仕入単位変換マスタに登録) 

数量単位 仕入単位 変換比率 

PCE KGM 5 
 
MRP実行結果 (品目の数量単位で手配数は計算されます) 

手配数 数量単位 

10 PCE 

 ↓ 

発注オーダーリリースで、発注数を仕入単位に変換した結果（工程外注オ－ダリリ－スも同様） 

発注数 仕入単位 単価 金額 

50 
(↑10×5) 

KGM 100 5,000 

 ↓ 

注文書、納品書は、仕入単位の発注数(単位変換した結果)で出力します。 

 
 
 
 

① 品目仕入マスタの仕入単位設定 

 

品目基本マスタの数量単位と異なる単位を使用する場合は、仕入単位を変更してください。 

※仕入単価は仕入単位あたりの単価となります。数量単位あたりではありませんのでご注意下さい。 

(例) 単価は、1KGMあたり 100円となります。 

品目 仕入先 数量単位 仕入単位 単価 

HIN001 SRS01 PCE KGM 100 

 
 
 
 
 
 
 

 
② 仕入単位変換マスタ登録 
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数量単位から仕入単位へ変換する比率を設定します。単位変換では、この比率をもとに計算を行い

ます。仕入先、品目毎に設定することも可能です。 

(「単位 1」:「単位 2」= 1 :「変換比率」) 

 

【設定例１】設定区分：共通 

単位１ 単位２ 変換比率 

KGM:キログラム GRM:グラム 1,000 

MTR:メートル MMT:ミリメートル 1,000 

 

【設定例２】設定区分：仕入先、品目 

仕入先 品目 単位１ 単位２ 変換比率 

SRS001 HIN-001 PCE:個、枚、本、台 KGM:キログラム 10 

SRS001 HIN-002 PCE:個、枚、本、台 KGM:キログラム 12 
 
 

� 仕入先単位変換マスタ一覧 

 
 

� 仕入単位変換マスタ登録 

 

 

 

 

 

 

 

 
③ 注文書の数量が仕入単位で出力されるようになりました。 
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④ 納品書・現品票・受領書の数量が仕入単位で出力されるようになりました。 

（ 納 品 書 に は 仕 入 単 位 と 数 量 単 位 の 両 方 の 数 量 が 出 力 さ れ ま す 。 ）

 

 
⑤ 受入報告入力画面での良品数、不良数は仕入単位で入力する。 

また、受入明細照会画面で受け入れ戻しをする場合も同様に、戻し数を仕入単位で入力する。 
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受入一括登録のアップロードファイルの良品数、不良数も仕入単位で入力してください。 

※注文書、納品書・現品票・受領書に印字している単位で入力してください。 

⑥ 検収データ作成指示で入力する検収単価は、仕入単位あたりの単価を入力する。 

⑦ 検収高明細書の数量は仕入単位で出力される。 

 
⑧ 個別発注入力画面で入力する発注数は仕入単位で入力する。 

発注一括登録画面のアップロードファイルの発注数も仕入単位で入力する。 

⑨ 購買管理の以下の画面の一覧項目と CSV 出力項目に在庫管理の単位(品目基本マスタの数量単位)

と仕入単位が出力されます。 

【単位】 

� 単位(変換前)･･･品目基本マスタの数量単位 

� 単位(変換後)･･･品目仕入マスタの仕入単位 

【数量(発注数、検収数など)】 

� ○○数(変換前)･･･数量単位の数量 

� ○○数(変換後)･･･数量単位の数量 

【対象画面】 

� 発注情報照会 

� 内示データ照会 

� 注文書発行 

� 受入明細照会 

� 検収データ作成指示 

� 検収ダイレクト入力 

� 検収明細照会 

⑩ 発注点手配指示画面で仕入単位を入力することが可能です。 

ただし、一括発注する場合は、品目仕入マスタの仕入単位で登録します。 

尚、本画面で出力及び入力する数量は、在庫管理の単位(品目基本マスタの数量単位)です。 

 

 
 


